(別添様式１)
平成２３年度６月補正予算　　　支出科目　款：民生費　　項：社会福祉費　　目：社会福祉諸費
	事業名: 新 生活福祉資金貸付事業推進事務費補助金（震災分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　健康福祉部地域福祉国保課　地域福祉担当　電話番号：058-272-8261(直通)
　　　　　　　　　　　E-mail：c11219@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　補正要求額：　 18,140千円
（現計予算額：　　　0千円　　　補正後予算額：18,140千円）

	要求内容


	１　要求の内容


  東日本大震災に係る復旧支援で、平成２３年５月２日に平成２３年度第一次補正予算が成立し、生活福祉資金貸付事業関連の経費が措置された。

　（措置内容）

　　・生活復興支援資金の創設

　　・緊急小口資金の特例措置

　　・相談員等配置経費（事務費）

　その中で、相談員等配置経費（事務費）は、被災地以外の社会福祉協議会が被災地の社会福祉協議会へボランティア活動の支援のため職員を派遣した場合に要する経費（派遣費用、代替職員の確保等）についても、生活福祉資金貸付事業の一部として国庫補助対象とすることが認められている。

　このため、全国社会福祉協議会からの要請で、岐阜県社会福祉協議会や市町村社会福祉協議会が被災地へ職員を派遣し、ボランティア活動（災害ボランティアセンターの運営、生活福祉資金業務等）の支援を行う場合の経費及び派遣に伴う代替職員の確保について補助する。

　　・補助先　岐阜県社会福祉協議会

　　・補助率　10/10（セーフティネット支援対策等事業費補助金）
	２　所要経費


・生活福祉資金貸付事業推進事務費補助金（震災分）18,140千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　　　－
	２　これまでの取組状況


　・全国社会福祉協議会からの要請で、岐阜県社会福祉協議会は東海北陸ブロック県等が岩手県の支援にあたることから職員を派遣し、災害ボランティアセンターの運営、生活福祉資金貸付業務などの業務を行っている。　

　　○平成２３年３月２４日～　延べ４１人派遣（５月１６日現在）　

　　　※補助対象は４月１日～分

・４～５月は１週間交代の４人体制（岐阜県社会福祉協議会１人、市町村社会福祉協議会３人）、６月以降は１週間交代の３人体制（岐阜県社会福祉協議会１人、市町村社会福祉協議会２人）で業務にあたる。　

	３　これまでの取組に対する評価


・岐阜県社会福祉協議会から派遣された職員は、岩手県大槌町において精力的に災害ボランティアセンターの運営、生活福祉資金貸付業務等にあたって復旧支援に尽力している。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	現計

予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	補正

要求額
	18,140
	18,140
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	決定額
	18,200
	18,200
	
	
	
	
	
	
	


